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日本産アリ類生態情報 32.  

  日周活動（日周性）と季節活動性 

 

日周性 

              

 種  測定方法     出典 

              

クロヤマアリ 春(数日実施)，夏(数日実施)，秋(2日分実施)に夜明けから 森下(1939a) 

Formica japonica  日没まで 10分を単位として巣からの出入個体を計測 

  10月 7日に 1日計測．巣への出入り個体数を 30分で計測 埋田(1962) 

  3月の昼間(5-19時)の 1時間単位での巣外活動個体数の計測 梶田(1961) 

  10月 7日 0時から翌日 1時．5分間あたりの出帰巣個体数 梅本(1974) 

   を計測 

  7月，8月に 6回（6日分）を調査．3ヶ所の巣口から出入り 大沼(1951, 1952) 

   する個体を 10分計測し，各計測結果を合計して数値とする 

  8月 30日 5時-19時. 15分ごとに出巣，帰巣個体を計測 伊藤(1982) 

コメント：完全な昼行性で，夜間は活動しない．日の出 1-2 時間後に活動を始め，日没とともに活動が終

わる．地表活動は地表温度が 14-15℃以下で抑制され，かつ照度が 5 Lux 程度以下の薄暗い条件では巣外

へ出る個体は見られない(森下, 1939a)．地表温度が 14℃以上で活動を開始し，13℃以下になると帰巣する．

照度は 1000 Lux以上で活動を開始し，800 Lux以下になると帰巣する(梅本, 1974)．地表温度が 35℃以上

になると活動を停止する(梅本, 1974)．地表温度が 30℃を越すと活動数が低下する(大沼, 1951, 1952)．そ

のため，酷暑日では昼間の地表活動個体数が減少し，朝夕に個体数の多い二山型の活動パターンとなる． 

 

トビイロケアリ 5分間，巣に出入りする個体数を計測   田村(1952) 

Lasius japonicus 10月 7日 0時から翌日 1時．5分間あたりの出帰巣個体数 梅本(1974) 

  を計測 

コメント： 夜間でも活動個体が見られる． 

 

アミメアリ 10月 7日 0時から翌日 1時．5分間あたりの出帰巣個体数 梅本(1974) 

Pristomyrmex  を計測 

punctatus   

コメント：夜間活動個体は昼間のおよそ 1/5程度． 

 

クロナガアリ 9月 26日 6時から 18時：巣からの出入個体を 15分単位で Omoyama (1982) 

Messor aciculatus  計測．11月 9日 6時半から 17時半：マーキング個体で各 

  個体の外活動性を測定 



2 

 

  12月 13日から翌年 6月 12日．巣口を中心に半径 1㎡以内 矢島(1988) 

   の個体数を気温とともに測定 

コメント：夜間の活動は見られない．9 月で 6 時から 18 時頃まで(安部, 1971)，11 月で 7 時から 15 時頃

まで活動が見られる．0℃近くでも地表活動が見られる．気温が 5℃程度の場合，10時頃から地上活動が行

われる．1月でも暖かい日には地表活動個体が見られる． 

 

トビイロシワアリ 5月 11日の夕方から翌日 12日の夕方．5 分間巣穴の 阪部(1970) 

Tetramorium  出入り個体数を計測 

tsushimae  

コメント：夜間活動個体は昼間のおよそ 1/3から 1/4程度． 

 

ハリブトシリアゲアリ 巣口から出入りする個体を 10分間計測  Harada (2005) 

Crematogaster 

matsumurai 

コメント：昼間(11-14時)と夜中(23-3時)に巣外活動のピークがある． 

アルゼンチンアリ 7月 2日 14時から 4日 4時まで(48時間)．実験用餌皿 西末他(2014) 

Linepithema  に集まった個体数を計測 

humile   

コメント：夜間は昼間の約 100倍の個体が見られる．昼間は直射日光を避けて活動を行う． 

 

クロヤマアリ，クロオオアリ 

  砂糖水を入れたサンプル管を設置し(25個)，これに集まる 安部(1973) 

   個体数を測定 

コメント：クロヤマアリは 12時頃に蜜に最も集まったが，クロオオアリでは 10時と 14時が ピークとな

る． 

 

トビイロケアリ，アミメアリ，クロヤマアリ（相互作用） 

  アブラムシに集まる各種の個体数（昇降数）を各時刻で計測 森下(1935) 

 

クロヤマアリ，クロオオアリ，トビイロシワアリ，クロナガアリ(相互作用) 

  15分間巣口からの出巣個体と帰巣個体を数える  安部(1971) 
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季節活動性 

              

 種  測定方法     出典 

              

エゾアカヤマアリ 6月-9月．アブラムシを訪れる働きアリ個体数で活動性を Yasuno (1965) 

Formica   推定 

yessensis  4月-8月，冬．石狩海岸のエゾアカヤマアリの利用巣数で Higashi (1976) 

   活動性を推定 

 

クロヤマアリ 5-12月．蜂蜜を与え，減少量をコロニーの吸蜜量とみなす Kondoh (1976) 

Formica  4-10月．マーク個体を用いて行動圏の季節変動を推定 萩本・和田(1992) 

japonica  5月-11月．日の出から日の入りまでの間，5分間あたり 林他(1994) 

   の出巣、帰巣個体数を計測  

コメント：東京で 12月まで採餌活動が見られる．活動のピークは 8月． 

 

トビイロケアリ 4月から 10月．アブラムシに向かう個体を，樹幹で 2-4分 森下(1939b) 

Lasius japonicus  で計測 

  3月～翌年の 2月の 12か月に渡って, 巣から出入りする働 古出(1959) 

   きアリを毎時 10分間で計測：日食の影響調査も有り 

コメント：早春は昼間のみに活動．夏期は昼間よりも夜間活動が盛んとなる．秋は日没後に活動が最も盛

んとなる． 

 

クロナガアリ 11月 5日から 12月 11日：1㎡内の個体数を測定(12:00- Onoyama (1982) 

Messor aciculatus  14:30の間に実施) 

 

クロクサアリ 行列による巣間の接続の広がりで年間の活動性を見る Akino & Yamaoka  

Lasius sp.        (1999) 

 

ハリブトシリアゲアリ 4-10月．巣口で出巣個体と帰巣個体を２時間(10- Harada (2005) 

Crematogaster   12時)計測する      

matsumurai 

コメント：5-7月は樹上へ向かう個体が多く，8月は地面へ向かう個体が多い．13℃以下で活動が停止する． 

 

サムライアリ 2004年から 2007年の 4年間，6月から 9月までの毎夏に， 南部(2004, 2006a, b, 

Polyergus   ほぼ毎日に渡り本種の奴隷狩りの有無を確認し(2 時頃)，  2007, 2008) 

samurai   活動性を見た        
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コメント：最初の狩り日は 6 月中旬，最後の狩り日は 9 月中(10 月に狩りが見られた報告がある)．一夏の

奴隷狩り実施日数はおよそ 2日一回(40-60日)．1 日あたり平均 2回の狩りを行う．よって一夏の奴隷狩り

実施回数は 80-120回．一夏に 4万から 6万個体を巣に運ぶ． 

 

アルゼンチンアリ 5月-10月．実験用餌皿に集まった個体を計測し活動性を 寺山(2014) 

Linepithema  推定 

humeli   

コメント：8月に入ると急速に個体数が増加する．越冬習性がなく，真冬でも 5℃以上で巣外活動が見られ

る． 

 

クロヤマアリ，クロオオアリ，トビイロシワアリ，クロナガアリ 

  1-12月．1 x 1 m方形区(88個)の地表活動個体を計測 安部(1971) 

コメント：クロヤマアリは，5-6月で活動性が急速に高まり，8月に巣外活動のピークとなる．クロナガア

リでは 10月．クロオオアリは夏期でも活動性のピークが見られない．クロオオアリの場合，気温が上昇す

ると活動が甚だしく抑制される(実験室データ；常木・奥野, 1967)ことによる模様． 

 

アリ群集  2015.4-2016.3, 月に 2回カット綿に蜂蜜を染み込ませた 山根(2019) 

   ベイト 30個を設置し，集まるアリで活動性を見た：   

   2016.4-2017.3，月に 1回実施し，粉チーズをベイトと 

  して用いた．鹿児島市． 

コメント：冬期でも暖かい日には 8種のアリで採餌活動が見られる．    
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行動パターン要約 

           

完全昼行性： 

クロヤマアリ，クロナガアリ，ムネアカオオアリ(?) 

 

昼夜ともに活動： 

トビイロケアリ(早春は昼間のみに活動，夏期は昼間よりも夜間活動が盛ん，秋は日没後に活動が最も盛ん

(森下,1939)) 

 

昼行性だが夜間でも活動個体が見られる： 

アミメアリ(夜間活動個体は昼間のおよそ 1/5程度(梅本, 1974))，トビイロシワアリ(夜間活動個体は昼間の

およそ 1/3から 1/4程度(阪部, 1970))，アズマオオズアリ(28℃以上になると直射日光を避け，活動を停止

する(梅本, 1974))，アシナガアリ(28℃以上になると直射日光を避け，活動を停止する(梅本, 1974))；ヒメ

アリ，キイロシリアゲアリ，アメイロアリ(安部, 1973)；クロクサアリ 

クロオオアリ（昼行性だが夏場に夜間でも活動個体が見られる（馬場, 1969）；高温に弱く７月中旬から 8 月

には夜行性となる(梅本, 1974 )；夜間でもかなり巣口からの出入りが多い(安部，1971)） 

 

昼夜活動するが夜間活動個体が多い： 

アルゼンチンアリ(夜間は昼間の約 100倍の個体が見られる(西末他, 2014)) 

 

夜行性： 

アメイロオオアリ(完全に夜行性．野外実験は夜間に実施が必要(原田, 1996)) 

ミカドオオアリ(夜行性だが，薄暗い樹林内では日中でも巣外活動個体が見られる(寺山他, 2014)) 
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